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機能系 発 話 特

徴 ： 活 動

制限
(AMSDⅡ
の段階が

1:軽度 2:
中等度 3:
重度)

AMSDⅢの特徴 機

序

神経学的徴候および他の発話特徴 機能障害

(AMSDⅢの段階が 2:軽度 1:中等度 0:重度)
多いタイプ

呼吸・発声機能 発話の短

いとぎれ

AMSD -Ⅲ ③④で段階 0.1 肺

容

量の

低

下に

よ り

正

常な

発

話に

必

要な

時

間

呼

気を

持

続で

き な

い

筋緊張低下：注意：発症初期は低下している

深部反射減弱

病的反射(
)
筋萎縮(＋)：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(＋)

♯呼吸機能低下

♯肺容量低下

♯呼吸筋の筋力低下

・C3～C5 の損傷(末梢性)による

・T1～T12 の損傷(末梢性)による

弛緩性

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯呼吸機能低下

♯肺容量低下

♯呼吸筋の筋力低下

・皮質脊髄路の体幹領域損傷(中枢性)による

痙性

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯呼吸機能低下

♯肺容量低下

♯胸郭可動域の低下

・痙性麻痺による

痙性

筋緊張亢進：注意：拘縮・痙性による関節可動域低下もありうる

パーキンソニズム

深部反射正常

病的反射(
)：注意：マイヤーソン徴候(＋)の場合も

筋萎縮(
) ：注意：廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯呼吸機能低下

♯肺容量低下

♯胸郭可動域の低下

・筋固縮による

運動低下性

AMSD -Ⅲ ③④で段階 2.3 声

門

閉

鎖

不

全に

よ る

発

声

呼

気

流

率の

異

常な

増

大

気息性を伴う努力性嗄声

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯発声機能低下

♯声門閉鎖不全

♯発声効率低下

・迷走神経麻痺(中枢性)による

痙性

気息性を主とした嗄声

筋緊張低下：注意：痙性でも発症初期は低下している

深部反射減弱

病的反射(
)
筋萎縮(＋)：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(＋)

♯発声機能低下

♯声門閉鎖不全

♯発声効率低下

・迷走神経麻痺(末梢性)による

弛緩性

気息性を伴う無力性嗄声 ♯発声機能低下 運動低下性



( 発

声

効

率の

低

下 )
に よ

り 正

常な

発

話に

必

要な

時

間

呼

気を

持

続で

き な

い

筋緊張亢進：注意：拘縮・痙性による関節可動域低下もありうる

パーキンソニズム

深部反射正常

病的反射(
)：注意：マイヤーソン徴候(＋)の場合も

筋萎縮(
) ：注意：廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯声門閉鎖不全

♯発声効率低下

・筋固縮・運動開始困難による

発声発語器官に不随意運動が認められる (多く AMSD -Ⅲ
③④は低下するが、浮動性がある)

不

随

意

運

動に

よ る

声

帯の

不

規

則で

過

剰な

内

転に

よ り

発

話が

途

切

れ

途

切

れに

なる

突然起こる症状

痙攣性発声障害・舞踏病・アテトーゼなどの外見

筋力は正常か軽度低下

♯発声機能低下

♯声帯の不随意運動

運動過多性

AMSDⅢの 4.b.交互反復運動で不規則なリズムの乱れが

ある

AMSDⅢの 4.a.運動範囲は比較的良好

構

音

器

官の

協

調

運

動

障

害に

発声時の強さと高さの変動

鼻指試験で異常

筋力は正常か軽度低下

♯発声機能低下

　♯発声発語器官の運動失調

失調性



よ っ

て発

話が

短 く

途

切

れる

AMSDⅢの 4.b.交互反復運動で段階 0.1 構

音

器

官の

運

動が

際

立っ

て遅

いた

め 、

呼

気が

続か

ず

発

話が

短 く

途

切

れる

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯構音器官の交互反復運動速度運動速度低下

・三叉・顔面・舌下神経麻痺(中枢性・両側性)による

痙性

筋緊張低下：注意：痙性でも発症初期は低下している

深部反射減弱

病的反射(
)
筋萎縮(＋)：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(＋)

♯構音器官の交互反復運動速度運動速度低下

・三叉・顔面・舌下神経麻痺(末梢性・両側性)による

弛緩性(重度)

声量の低

下 

声

門

下

圧の

低

下

痙性・弛緩性・運動低下性を示す他の徴候 ♯発声機能低下

　♯呼吸筋の機能低下

　♯胸郭可動域の低下

痙性・弛緩性・

運動低下性

喉

頭の

問

題

努力性主体の嗄声 ♯発声機能低下

　♯努力性嗄声

・声帯の過内転による

痙性

心

理

的

問

題

場面での変動など心理的な問題を示唆する徴候 ディサースリアではない ディサースリア

以外の障害

粗糙性嗄

声

声

帯

振

動の

左

右

不

均

衡

あらゆる神経学的徴候がありうる ♯発声機能低下

・声帯振動の左右不均衡による

全タイプ

気息性嗄

声

喉

頭の

混

合

♯発声機能低下

　♯発声効率低下

・反回神経麻痺(末梢性)による

弛緩性



性

麻

痺に

よ り

声

門

閉

鎖

不

全を

き た

し 、

発

声

効

率が

低

下 し

て気

息

性を

呈

する

声の翻転 輪

状

甲

状

筋 と

喉

頭

挙

上

筋の

突

然の

収

縮に

よ り

声の

ピ ッ

チが

非

意

図

的に

上

昇し

裏

声に

なる

♯発声機能低下

　♯声帯の過緊張

痙性・混合性・

弛緩性・運動

過多性

無力性嗄

声

声

帯の

低

緊

張

♯発声機能低下

　♯声帯の低緊張

弛緩性・運動

低下性



努力性嗄

声

AMSDⅢのほぼすべての項目が低下している 内

喉

頭

筋の

筋

緊

張

亢

進に

よ り

声

帯が

過

緊

張し

努

力

性

嗄

声が

産

生さ

れる

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯発声機能低下

　♯声帯の過内転

　♯喉頭の過緊張

痙性

発声発語器官に不随意運動が認められる (多く AMSD -Ⅲ
③④は低下するが、浮動性がある)

声

帯の

不

随

意

的で

不

規

則な

過

内

転に

よ り

努

力

性

嗄

声が

産

生さ

れる

突然起こる症状

痙攣性発声障害・舞踏病・アテトーゼなどの外見

筋力は正常か軽度低下

♯発声機能低下

　♯声帯筋の不随意運動

運動過多性

声の高さ

の 異 常

( 高 す ぎ

る)

AMSD -4.b.Ⅲ 交互反復運動において非発話課題と発話課

題の成績に乖離がある

輪

状

甲

状

筋の

固

縮に

よ る

筋

緊

張

亢

筋緊張亢進：注意：拘縮・痙性による関節可動域低下もありうる

パーキンソニズム

深部反射正常

病的反射(
)：注意：マイヤーソン徴候(＋)の場合も

筋萎縮(
) ：注意：廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯発声機能低下

　♯輪状甲状筋および(または)喉頭挙上筋群の過緊

張

運動低下性



進に

よ り

声

帯の

緊

張が

亢

進

する

AMSDⅢにおいて正常または軽度の低下しか認められな

い

老

化に

よ る

話

声

位の

上

昇 ：

声

帯の

弓

状

萎

縮を

代

償

す る

ため

の喉

頭の

筋

緊

張の

上

昇に

よ り

声

帯の

緊

張が

上

昇

する

神経学的徴候を認めない ディサースリアではない

声の高さ

の 異 常

( 低 す ぎ

る)

AMSDⅢにおいて全般的な低下を認める、特に 3.鼻咽腔
閉鎖機能において著しい低下がある

輪

状

甲

状

筋

お よ

び

( ま
た

は )
喉

頭

挙

上

上位または下位運動ニューロン障害を示す神経学的徴候 ♯発声機能低下

　♯輪状甲状筋および(または)喉頭挙上筋の筋緊張

低下

混合性



筋の

筋

緊

張

低

下に

よ り

声

帯の

緊

張が

低

下

する

AMSD -4.b.Ⅲ 交互反復運動において非発話課題と発話課

題の成績に乖離がある

輪

状

甲

状

筋の

機

能

不

全に

よ り

声

帯の

緊

張が

低

下

する

♯発声機能低下

　♯輪状甲状筋および(または)喉頭挙上筋の運動開

始困難

運動低下性

声のふる

え

発声発語器官に不随意運動が認められる (多く AMSD -Ⅲ
③④は低下するが、浮動性がある)

声

帯の

不

随

意

的で

不

規

則な

振

動に

よ り

音

声の

振

戦が

起 こ

る

突然起こる症状

痙攣性発声障害・舞踏病・アテトーゼなどの外見

筋力は正常か軽度低下

♯発声機能低下

　♯声帯筋の不随意運動

運動過多性

鼻咽腔閉鎖機能 開鼻声 AMSDⅢにおいて全般的な低下がある。4.c.筋力が低下し

ている。

軟

口

蓋

( 口
蓋

帆 )
の麻

筋緊張亢進：注意：拘縮による関節可動域低下もありうる

深部反射亢進

病的反射(＋)
筋萎縮(
) ：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

♯鼻咽腔閉鎖機能不全

・中枢性軟口蓋麻痺(両側性)による

痙性



痺に

よ る

挙

上

不

全に

よ っ

て呼

気が

鼻

漏

出し

口

腔

音の

鼻

音

化が

起

こ っ

てい

る

安静時に軟口蓋の両端が下垂している

筋緊張低下：注意：痙性でも発症初期は低下している

深部反射減弱

病的反射(
)
筋萎縮(＋)：注意：中枢性廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(＋)

♯鼻咽腔閉鎖機能不全

・末梢性軟口蓋麻痺(両側性)による

弛緩性

AMSDⅢにおいて病初期から 3.鼻咽腔閉鎖機能が特異

的に低下している

軟

口

蓋

( 口
蓋

帆 )
の麻

痺に

よ る

挙

上

不

全に

よ っ

て呼

気が

鼻

漏

出し

口

腔

音の

鼻

音

化が

起

こ っ

てい

る

上位または下位運動ニューロン障害を示す神経学的徴候 ♯鼻咽腔閉鎖機能不全

・中枢性-末梢性軟口蓋麻痺(両側性)による

混合性

AMSDⅢにおいて病初期には 3.鼻咽腔閉鎖機能の低下

が目立たなかった。また 4.c.筋力が正常または軽度低下で

ある

口

蓋

帆

挙

筋の

筋緊張亢進：注意：拘縮・痙性による関節可動域低下もありうる

パーキンソニズム

深部反射正常

病的反射(
)：注意：マイヤーソン徴候(＋)の場合も

♯鼻咽腔閉鎖機能不全

・口蓋帆挙筋の固縮による

運動低下性



固

縮に

よ り

鼻

咽

腔

閉

鎖

機

能が

低

下し

呼

気

鼻

漏

出に

よ っ

て口

腔

音の

鼻

音

化が

起

こ っ

てい

る

筋萎縮(
) ：注意：廃用性萎縮もありうる

筋線維束性攣縮(
)

口

蓋

舌

筋

( 口
蓋

帆

挙

筋の

拮

抗

筋 )
の不

随

意

運

動に

よ り

鼻

咽

腔

閉

鎖

機

能が

低

下し

呼

突然起こる症状

痙攣性発声障害・舞踏病・アテトーゼなどの外見

筋力は正常か軽度低下

♯鼻咽腔閉鎖機能不全

・口蓋舌筋の不随意的な収縮による

運動過多性



気

鼻

漏

出に

よ っ

て口

腔

音の

鼻

音

化が

起

こ っ

てい

る

口

蓋

帆

挙

筋の

測

定

障

害に

よ り

鼻

咽

腔

閉

鎖

機

能が

低

下し

呼

気

鼻

漏

出に

よ っ

て口

腔

音の

鼻

音

化が

起

こ っ

てい

る

発声時の強さと高さの変動

鼻指試験で異常

筋力は正常か軽度低下

失調性

閉鼻声 デ ィ

サー

ス リ

アの

症

状で

出ない



はな

い

口腔構音機能 構音の歪

み

AMSD -4.Ⅲ 口腔構音機能が低下している 口

腔

構

音

機

能

特に

舌の

運

動

障

害に

よ っ

て構

音が

歪

む

全ての神経学的徴候がありうる ♯口腔構音器官の機能低下

　♯舌運動機能低下

　♯口唇運動機能低下

全て

AMDS -3.Ⅲ 鼻咽腔閉鎖機能が低下している 軟

口

蓋の

運

動

障

害に

よ っ

て呼

気

鼻

漏

出が

起 こ

り 、

口

腔

内

圧を

高め

る こ

と が

で き

ず 、

構

音が

歪

む

病初期から鼻咽腔閉鎖機能不全を認めた 鼻咽腔閉鎖の項参照 痙性・弛緩性・

混合性(ALS)
病初期には鼻咽腔閉鎖機能不全を認めなかった 鼻咽腔閉鎖の項参照 運動低下性・

運動過多性・

失調性

AMSD -2.Ⅲ 発声機能が低下している 発

声

機

能の

低

下に

よ っ

て口

腔

呼吸の項参照 呼吸の項参照



内

圧を

高め

る こ

と が

で き

ず 、

構

音が

歪

む

AMSD -1.Ⅲ 呼吸機能が低下している 呼

吸

機

能の

低

下に

よ っ

て声

門

下

圧を

高め

る こ

と が

で き

ず 、

結

果

的に

口

腔

内

圧が

高め

ら れ

ず

構

音が

歪
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不規則な

構音の崩

れ

AMSD -4.a.Ⅲ 運動範囲は低下していないが、b.交互反復

運動速度は低下している
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音
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多く AMSD -1.2.3Ⅲ は低下するが、浮動性があり、また 4.c.
筋力が低下していない。
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音
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阻

害 さ

れる

プロソディー 発話速度

の 異 常

( 遅 す ぎ

る)

AMSD -4.a.Ⅲ 運動範囲、b.交互反復運動速度ともに低下

している

発

声

発
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器
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き な
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AMSD -4.a.Ⅲ 運動範囲は低下していないが、b.交互反復

運動速度は低下している

発

声

発

語

器
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不
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意

運

動

や

測

定

障
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害を
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発
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い

運動過多性

失調性

発話速度

の 異 常

( 速 す ぎ

る)

AMSD -4.bⅢ 交互反復運動速度において非発話課題と発

話課題の成績に乖離がある
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声の大き

さの過度

の変動

多く AMSD -1.2.3Ⅲ は低下するが、浮動性があり、また 4.c.
筋力が低下していない。
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変
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る

AMSD -4.a.Ⅲ 運動範囲は低下していないが、b.交互反復

運動速度は低下している
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き さ

の異
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発話の加

速

AMSD -4.bⅢ 交互反復運動速度において非発話課題と発

話課題の成績に乖離がある
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化

する

不自然な
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AMSD -4.bⅢ 交互反復運動速度において非発話課題と発

話課題の成績に乖離がある
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動
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た

運動低下性

多く AMSD -1.2.3Ⅲ は低下するが、浮動性があり、また 4.c.
筋力が低下していない。
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※機能障害からの目標設定・訓練の選択については「AMSD結果からの問題点抽出法と治療主義選択法」参照のこと。
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